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｢くわな市議会だより｣の創刊にあたって 桑名市議会議長 安藤 寛雅

市民の皆様には、平素から市議会に対しまして、ご理解とご協力を賜っておりますことに議員一同、心から感謝申し上げます。
桑名市議会では、これまで ｢広報くわな｣の誌面の中で、議会情報をお届けしてまいりましたが、より詳細に議会の動き

をお伝えすることを目的とし、このたび｢くわな市議会だより｣を創刊することといたしました。
この市議会たよりは、議員みずからが作成、編集しており、年4 回の定例会ごとに発行する予定です。
市民の皆様にとって、わかりやすい構成で、内容を充実させてまいりますので、これまで以上に市議会の活動を身近に

感じていただければと思います。
今後とも開かれた市議会を目指してまいりますので、ご支援をお願いし、創刊のご挨拶とさせていただきます。
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藁禽裁量の取り組み
桑名市議会は、これまでも議会改革に取り組んできました。また、現在も議会改革を行うため議会改革検討会を設置して

います。今後さらに市民の皆様に聞かれた桑名市議会にするために、市議会だよりを年4 回発行します。今回は創刊号と

いうことで、これまで桑名市議会が議会改革に対してどのように取り組んできたか、その活動の一端をご紹介します。

ヲ趣旨翳す総て急報水産誇りを者nil導き 〔平成23年10月〕
地方分権の推進により、地方議会の役割もますます重要になってきました。そこで、議会の基本理念および基本方針

を定め、議会の果たすべき役割と責任を定めた ｢桑名市議会基本条例｣を制定しました。

きき背中付議奏請舂鶴コーチうそ洋語!させさけ蝦夷副官 〔平成23年6月〕
議員の政治倫理を確立し、市民に信頼される民主的な桑名市議会にするために、｢桑名市議会議員政治倫理条例｣を

制定しました。これまでは議会の内部規定として存在していましたが、条例化することで市民の皆様との約束事にな

りました。
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本会議のインターネット録画中継を開始 〔平成20年6月〕
現行のケーブルテレビによる議会生中継に加え、本会議の録画映像をインターネット上に掲載しました。
インターネット上で、議事録として文字で閲覧するだけでなく、議場の雰囲気もご覧いただくことができるようにな

りました。

広報広聴委員会を設置 〔平成23年'2月〕広報広聴委員会を設置 〔平成23年'2月〕
議会での議論の内容を市民の皆様にお伝えし、皆様の声を議会に反映する機能を強化するため、広報広聴委員会

を設置しました。市議会だよりの編集発行業務のほか、議会ホームページのあり方などを議論していきます。

幇競言'きひ弱;とを在官E川瀬" 〔平成79年4月〕
議員定数を3 4名から3 0名とする ｢桑名市議会議員定数条例｣を議決しました。このことによって、議員報酬につい

ては年間約2 ,9 0 0万円の、また政務調査費については年間24 0万円の節約につながりました。

;割れぬき鑑きiヲた罰し. 〔平成19年 10月〕

これまで桑名市議会では、会議に出席するごとに日額3 ,0 0 0円の費用弁償が出ていました。この費用弁償を廃止

する ｢桑名市議会議員の報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部改正について｣を議決しました。このこ

とによって、費用弁償については年額約4 0 0万円の節約につながりました。

そのほかにも、議員別表決結果の公表、本会議における一問一答方式の導入、政務調査費の透明性の確保など、桑名市議

会では、さまざまな改革に取り組んできました。詳しくは広報広聴委員会、または議会事務局までお問い合わせください。
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4 月2 0日 (金)午後7 時から、市民会館など市内4 ヶ所で議会報告会を開催しました。この報告会は、昨年 12月に施

行された議会基本条例に基づき実施したものです。合計 16 6人の市民の皆様にご来場いただき、議会の活動状況や3

月定例会における予算等の審議状況を報告しました。

市民の皆様からは、議案に対する質問や市の財政状況、

防災に関する考え方、職員の不祥事問題など、多くのご質

問、ご意見、ご要望をいただきました。

皆様からいただいた貴重など意見、ご要望は、今後の議

会活動の参考にさせていただきます。ご出席いただきまし

た皆様、本当にありがとうございました。議会報告会の概要

や参加者の主な意見はホームページに掲載します。

次回は、9月定例会の報告をlo月頃に行う予定です。
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蟹 平成24年3月 定例衾 主な表決結果 鴎
団ド ー

〔市長提出議案5 1件･請願l件･議員提出議案2件･報告4件〕
囮

区 分 議案番号 件 名 一三-- "‐ - -

市
長
提
出
議
案

第 5 号 平成2 4年度桑名市 - 般会計予算 2 2 6

議案第5号 平成24年度桑名市一般会計予算に対する修正案 6 2 2

第 6 号 平成24年度桑名市国民健康保険事業特別会計予算 2 5 2

第 7 号 平成24年度桑名市住宅新築資金等貸付事業特別会計予算 2 5 2

第 8 号 平成24年度桑名市市営駐車場事業特別会計予算 2 5 2

第10号 平成2 4年度桑名市介護保険事業特別会計予算 2 5 2

第 = 号 平成24年度桑名市後期高齢者医療事業特別会計予算 2 5 2

第12号 平成24年度桑名市地方独立行政法人桑名市総合医療センター施設整備等貸付事業特別会計予算 2 5 3

第13号 平成2 4年度桑名市水道事業会計予算 2 5 2

第14号 平成24年度桑名市下水道事業会計予算 2 5 2

第15号 地方独立行政法人桑名市民病院の名称変更に伴う関係条例の整理に関する条例の制定について 2 5 3

第16号 桑名市職員倫理審査会条例の制定について 2 2 6

第18号 桑名市委員会の委員等の報酬及び費用弁償に関する条例の - 部改正について 2 2 6

第19号 桑名市長及び副市長等の給与の特例に関する条例の一部改正について 16 1 2

第20号 桑名市入札監視委員会条例の制定について 24 4

第37号 工事請負契約の締結について (桑名市役所本庁舎耐震補強事業) 2 5 3

第4 6号 平成23年度桑名市地方独立行政法人桑名市民病院施設整備等貸付事業 特別会計補正予算(第2号) 2 5 2

第5 2号 地方独立行政法人桑名市民病院中期計画の- 部を変更することについて 2 5 3

第54号 副市長の選任につき同意を求めるについて 2 0 7

請 願 第 1 号 桑名市長水谷元氏に辞職勧告を求める請願 7 2 1

議員提
出議案

第 1 号 議決事件に該当しない契約についての報告に関する条例の制定について 原案可決全会一致

第 2 号 地方独立行政法人桑名市総合医療センタ- に係る非課税措置を講ずることに関する意見書 2 4 l 3

一
- … - … … -…-爵一… - - - … ‐一 三三一-=董÷"= 当三ギ三等.雫暈檻妄

艦
謡記青 甘言謹書幅同輩 市警髭1 託-富三二三馨羸.国辱--こ盧霊盟主* 盡
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桑名市職員倫理審査会条例の制定について

桑名市委員会の委員等の報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正について

桑名市長及び副市長等の給与の特例に関する条例の一部改正について

桑名市入札監視委員会条例の制定について

桑名市行政財産目的外使用料条例の制定について

桑名市市税条例の一部改正について

三重県自治会館組合の共同処理する事務の変更及び三重県自治会館組合規約の変更に関する協議について

三重県市町職員退職手当組合の解散に関する協議について

三重県市町職員退職手当組合の解散に伴う財産処分に関する協議について町

契
中
負
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詰

三
跡 約の締結について (桑名市役所本庁舎耐震補強事業)

議案第4 0号 平成23年度桑名市一般会計補正予算(第6号) 第1条 歳入歳出予算中 所管部門、第2条 ないし 第5条

ほか6 議案

■主な審査案件 蚕員会開催日 3月13日･15日〔審査件数18件〕
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号

号
号

号
号
号
号

号

号
号

5

6

8

9

0

1

2

1

5

6

7

1

1

1

2

2

2

3

3

3

3

第
第
第
第
第

第
第
第

第
第
第

案

案

案

案

案

案

案

案

案

案

案

議
議
議
議
議
議
議

窪談
議

議

議

n
Y
職
員
倫
理
条
例
を
制
定
す
る
前

に
、
今
回
、
職
員
倫
理
審
査
会
条

例
を
制
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
経

緯
は
。

不
祥
事
対
策
検
討
委
員
会
に
お
い

て
、
職
員
倫
理
条
例
を
制
定
す
べ

き
で
あ
る
と
の
意
見
が
あ
り
、
外

部
の
有
識
者
を
交
え
た
審
査
会
を

設
置
し
た
上
で
こ
の
条
例
案
を
作

成
す
る
こ
と
も
-
つ
の
方
法
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
今
回
の
条
例
制
定

に
至
っ
て
い
る
。

n
Y
こ
の
条
例
の
-
都
改
正
は
、
経
済

情
勢
等
を
鑑
み
、
現
在
行
っ
て
い
る

市
長
及
び
副
市
長
等
に
お
け
る
給

与
月
額
の
3
%
の
減
額
を
1 2
月
ま

で
延
長
す
る
も
の
だ
が
、
そ
れ
に

よ
っ
て
生
じ
た
財
源
は
、
ど
の
よ

う
な
こ
と
に
使
用
さ
れ
る
の
か
。

予
算
編
成
の
中
で
あ
ら
ゆ
る
経
費

の
見
直
し
を
図
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら

と
と
も
に
、
市
長
及
び
副
市
長
等

の
給
与
減
額
分
に
つ
い
て
も
経
常

的
な
経
費
に
使
用
し
て
い
く
予
定

で
あ
る
。

n
Y
行
政
財
産
の
目
的
外
使
用
と
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い
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。

vo LO 1 平成24年3月定例会号 04

う
.
･

･一
丁
~

　

　　　

寸

■
総
務
政
策
委
員
会

委

員

長

飯
田

副
委
員
長

倉
田

委

員

伊
藤

伊
藤

悪

一

星
野

公
平

安
藤

寛
雅

飯
田

一
美

尚
人

明
子

徳
宇

委員会審査の概要･構成等



範

鬮
顫
鬮
霊

災
害
対
策
費
に
つ
い
て

n
¥
備
蓄
用
物
資
購
入
費
で
は
、
具
体

　　　　 　　
.-- ハ ー

ん--詠みき鑿霊副 い 存 ル 体

的
に
何
を
購
入
す
る
の
か
。

ア
レ
ル
ギ
ー
に
対
応
し
た
ア
ル

フ
ァ
化
米
、よ
り
食
べ
や
す
い
保
存

食
、
古
く
な
っ
た
消
毒
液
の
買
い

替
え
な
ど
を
予
定
し
て
い
る
。

な
翌

希

二

#

≧

　　　
　
　

は
、
具
体
的
に
は
と
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

伊
皆
島
地
区
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限
ら
ず
長
島
地
区

全
体
と
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持
っ
て
お
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、
住
民
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方
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意
見
や
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の
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n
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こ
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に
設
計
変
更
の
予
算
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多
度
地
区
の
合
併
時
か
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事
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で
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付
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踏
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と
判
断
し
た
。

n
k
給
付
費
支
払
準
備
基
金
の
積
み
立

て
が
6
億
円
を
超
え
て
い
る
が
、

そ
れ
を
保
険
税
の
軽
減
に
活
か
せ

な
い
か
。

積
立
金
は
国
民
健
康
保
険
事
業
の

円
滑
で
安
定
し
た
運
用
を
図
る
た

め
に
積
み
立
て
て
い
る
も
の
で
あ

る
。保
険
税
の
軽
減
に
つ
い
て
は
、

7
割
軽
減
、5
割
軽
減
、2
割
軽
減

と
所
得
水
準
に
応
じ
た
軽
減
措
置

を
自
動
的
に
適
用
さ
れ
る
形
で
実

施
し
て
い
る
。

化
は
実
施
で
き
な
い
の
か
。

三
重
県
下
で
ま
と
ま
っ
て
制
度
運

用
し
て
い
る
関
係
で
、
桑
名
市
と

し
て
は
強
く
要
望
し
て
い
る
が
、

制
度
上
の
問
題
な
ど
に
よ
り
、
全

市
町
が
参
加
し
た
検
討
会
で
現
在

も
検
討
中
と
い
う
状
況
で
あ
る
。

n
Y
中
身
が
拡
充
さ
れ
て
き
た
こ
と
は

評
価
し
た
い
が
、
窓
口
で
の
無
料

n
Y
保
険
料
が
値
上
げ
に
な
る
が
、市

民
へ
の
周
知
は
ど
う
す
る
の
か
。

重

4
月
1
日
号
の
広
報
や
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
掲
載
す
る
ほ

か
、
納
付
書
の
発
送
時
に
保
険
料

変
更
の
通
知
書
も
同
封
し
て
い

く
。
ま
た
、市
民
の
方
へ
の
説
明
会

の
開
催
も
考
え
て
い
る
。

0 5 平成24年3月定例会号 vol.0 1

■
福
祉
安
全
委
員
会

委
員

長

伊
藤

副
委
員
長

愛
敬

委

員

畑 伊
藤

研
司

愛
敬

重
之

畑

紀
子

倉
本

崇
弘

鷲
野

勝
彦

平
野

和
一

石
田

正
子

伊
藤

文

一

■審査案件 委員会閲催日 3 月 13 日 ･ 15 日 〔審査件数 14 件〕

議案第 5号 平成24年度桑名市 - 般会計予算 第↑条 歳入歳出予算中 所管部門
議案第 6号 平成2 4年度桑名市国民健康保険事業特別会計予算

議案第 7号 平成24年度桑名市住宅新築資金等貸付事業特別会計予算
議案第10号 平成24年度桑名市介護保険事業特別会計予算
議案第門号 平成2 4年度桑名市後期高齢者医療事業特別会計予算 経

-ご
･男
た議案第23号 桑名市国民健康保険税条例の一部改正について

議案第24号 桑名市福祉医療費の助成に関する条例の一部改正について
議案第25号 桑名市母子生活支援施設条例の一部改正について
議案第27号 桑名市介護保険条例の一部改正について

議案第4 0号 平成2 3年度桑名市 - 殻会計補正予算 (第6 号) 第 1条 歳入歳出予算中 所管部門
議案第4 1号 平成2 3年度桑名市国民健康保険事業特別会計補正予算(第2 号)

議案第4 2号 平成2 3年度桑名市住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算 (第↑号)

議案第44号 平成2 3年度桑名市介護保険事業特別会計補正予算(第3 号)
議案第4 5号 平成2 3年度桑名市後期高齢者医療事業特別会計補正予算 (第2 号)

委員会審査の概要･構成等



　
　
　　　
　
　
　　

‐二さ龍
一二
こ
こ言
薹を
≧
三
-富
三

二
三
三
-

農
林
水
産
業
費
に
つ
い
て

n
¥
農
商
工
連
携
に
よ
る
軽
ト
ラ
ッ
ク

市
を
行
う
経
緯
と
地
元
商
店
の
了

解
は
。

燕
地
産
地
消
の
啓
発
活
動
の
一
環
と

し
て
行
う
も
の
で
あ
り
、
地
元
商

店
か
ら
も
歓
迎
さ
れ
て
い
る
。

n
Y
有
害
鳥
獣
対
策
と
し
て
設
置
を

行
っ
て
い
る
防
止
冊
に
、
猿
対
策

と
し
て
電
流
を
流
す
予
定
は
な
い

の
か
。

T八

木
が
繁
っ
た
場
所
で
は
、
猿
は
木

か
ら
木
へ
飛
び
移
る
た
め
効
果
が

薄
い
と
考
え
て
い
る
。平
坦
地
に
つ

い
て
は
、検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

総
務
費
に
つ
い
て

^
}
多
度
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

は
近
年
利
用
者
が
減
少
し
て
い
る

が
、現
状
把
握
は
ど
う
か
。

AA
今
年
度
は
、
バ
ス
を
小
型
化
し
て

民
家
に
近
い
と
こ
ろ
を
走
ら
せ
る

計
画
を
し
て
い
る
。
利
用
状
況
も

踏
ま
え
て
、今
後
も
力
を
入
れ
て

行
き
た
い
。

■審査案件 委員会開催日 3月 14 日 ･ 16 日 〔審査件数 7 件〕

, 議案第 5号 平成24年度桑名市一般会計予算 第 1条 歳入歳出予算中 所管部門

議案第26号 桑名市斎場条例の- 部改正について

･ 議案第30号 桑名市社会教育委員設置に関する条例の一部改正について

こ 議案第39号 土地改良事業の施行について

議案第4 0号 平成23年度桑名市一般会計補正予算(第6号) 第 1条 〃◇ 命
歳入歳出予算中 所管部門

~ 議案第50号 桑名市公民館条例の一部改正について “‘転
ん議案第5 1号 桑名市立図書館条例の一部改正について 　

　　

-
-≦
-
′

　　

　
　
　　　

教
育
費
に
つ
い
て

n
Y
中
学
校
の
武
道
必
修
化
に
関
し
、

外
部
か
ら
柔
道
経
験
者
を
講
師
と

し
て
呼
ぶ
こ
と
を
に
つ
い
て
、
市

の
考
え
は
ど
う
か
。

‐
柔
道
の
指
導
に
は
万
全
を
期
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
か

ら
、
柔
道
経
験
者
を
外
部
派
遣
講

師
と
し
て
お
願
い
す
る
こ
と
は
、

指
導
上
有
効
と
考
え
て
い
る
。
市

の
柔
道
協
会
及
び
医
師
会
と
も
連

携
し
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
方
に

お
助
け
い
た
だ
き
、
担
当
す
る
教

員
に
対
し
て
も
十
分
指
導
が
で
き

る
よ
う
講
習
会
の
実
施
等
を
考
え

て
い
る
。

い よ に 肋 し 柔 導 と 君。･ n ◆◆
て る 員 お 携 の 指 師 ら

　　
　　　　　　　

　
　　

　こ

を
〆　』

-廟

n
Y
幼
稚
園
経
営
に
つ
い
て
は
、
全
国

的
に
公
立
か
ら
私
立
へ
シ
フ
ト
す

る
傾
向
も
あ
る
が
、
公
立
を
無
く

す
こ
と
に
よ
る
問
題
は
何
か
。

湾
行･全
国
的
に
は
、
公
立
で
行
っ
て
い

る
場
合
、
私
立
で
行
っ
て
い
る
場

合
、共
存
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
。

本
市
と
し
て
は
、
保
護
者
の
利
便

性
等
に
つ
い
て
充
分
考
慮
し
、
保

護
者
の
選
択
肢
を
多
く
す
る
方
向

で
や
っ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
。

第vo l,0 1 平成24年3月定例会号 0 6

n
Y
大
山
田
西
小
学
校
の
屋
外
運
動
場

に
つ
い
て
、
芝
生
化
す
る
と
管
理

が
大
変
で
は
な
い
か
。

ん

芝
生
化
を
行
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ

り
、芝
生
化
に
あ
た
っ
て
は
、
先
行

事
例
で
の
経
験
も
踏
ま
え
、
運
動

場
を
使
用
す
る
団
体
へ
も
理
解
を

求
め
、
-
緒
に
芝
生
を
管
理
し
て

い
き
た
い
。

(委
員
か
ら
の
意
見
)

芝
生
化
に
つ
い
て
は
、先
行
事
例
の

検
証
を
充
分
に
行
っ
た
う
え
で
、関

係
団
体
と
十
分
協
議
の
う
え
運
動

場
の
利
用
制
限
を
も
考
慮
に
入

れ
、実
施
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

教
育
費
に
つ
い
て

n
Y
児
童
生
徒
の
給
食
費
の
負
担
金
に

つ
い
て
は
、未
納
者
が
あ
る
の
か
。

八
＼

-部
の
保
護
者
に
未
納
が
あ
る
た

め
、
学
校
か
ら
保
護
者
に
対
し
て

請
求
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

で二 --一言- - 仁 一 - ~ ミコ

■
教
育
経
済
委
員
会

委

員

長

杉
浦

副
委
員
長

大
橋

委

員

伊
藤

繁
生

博
二

真
人

水
谷

義
雄

南
澤

幸
美

竹
石

正
徳

岡
村

信
子

-

清
水

数
代
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÷

~

ふ
み
｢

′

′
‘

k
山
‐
作ゞ

住
宅
リ
フ
オ
ー
ム
促
進
事
業
に
つ
い
て

n
Y
市
民
に
と
っ
て
有
益
な
制
度
に
な

る
た
め
、申
請
時
の
提
出
書
類
で
、

工
事
が
適
正
価
格
で
あ
る
と
判
断

で
き
る
基
準
は
あ
る
の
か
。

岱
れ
窓
□
と
な
る
建
築
開
発
課
に
お
い

て
は
、積
算
資
料
等
の
刊
行
物
で
比

較
判
断
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。ま

た
、相
談
窓
口
の
設
置
や
業
者
等
へ

の
説
明
会
の
開
催
な
ど
、啓
発
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

･河
川
改
良
事
業
費
に
つ
い
て

n
Y
昨
年
の
集
中
豪
雨
に
対
応
す
る
た

め
の
予
算
は
含
ま
れ
て
い
る
の
か
。

!
当
該
予
算
は
継
続
事
業
を
中
心
に

計
上
し
て
お
り
、
昨
年
の
水
害
に

関
す
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
現
在

発
注
中
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、

改
善
計
画
を
立
て
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

、
桑
名
駅
西
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て

n
Y
こ
れ
ま
で
ど
れ
だ
け
の
補
償
を
行

い
、
あ
と
ど
の

く
ら
い
残
っ

て
い
る
の
か
。

ガ
｣
平
成
22
年
度

末
で
90
件
の

建
物
補
償
を

＼＼

行
っ
て
お
り
、

■審査案件 委員会閲催日 3月 14 日 4 6 日 ･ 2 1 日 〔審査件数 = 件〕

議案第 5号 平成24年度桑名市一般会計予算 第 1条 歳入歳出予算中 所管部門

議案第 8号 平成24年度桑名市市営駐車場事業特別会計予算

議案第 9号 平成24年度桑名市農業集落排水事業特別会計予算

/ 議案第↑3号 平成24年度桑名市水道事業会計予算

議案第?4号 平成24年度桑名市下水道事業会計予算

議案第28号 桑名市営住宅管理条例の一部改正について

議案第4 0号 平成2 3年度桑名市 ~ 般会計補正予算 (第6 号) 第1条 歳入歳出予算中
管
き

宅
攪

住
弱

営

拍

門

市

名

部

名
成
管

桑
平
所

議案第4 3号 平成2 3年度桑名市農業集落排水事業特別会計補正予算(第 1号)

議案第4 7号 平成2 3年度桑名市水道事業会計補正予算(第2 号)

議案第4 8号 平成2 3年度桑名市下水道事業会計補正予算 (第4号)

議案第4 9号 桑名市景観条例の一部改正について

今
年
度
に
つ
い
て
は
め
件
の
補
償
を

予
定
し
て
い
る
。平
成
24
年
度
以
降

の
建
物
補
償
件
数
は
縱
件
で
あ
る
0

=
-

-′
‐-

-=

　　　

　　

　

n
v
歳
入
に
お
け
る
駐
車
場
整
備
基
金

繰
入
金
の
金
額
が
歳
出
に
お
け
る

地
方
債
の
元
金
償
還
金
の
金
額
に

ほ
ぼ
相
当
し
て
い
る
が
、
平
成
24

年
度
末
見
込
み
の
駐
車
場
整
備
基

金
の
残
高
は
い
く
ら
か
。

き
ざ
↑

7
5
6
万
8
,
0
0
0
円
を
見

込
ん
で
い
る
。

n
Y
平
成
25
年
度
予
算
の
編
成
時
に

は
、地
方
債
の
元
金
償
還
金
は
一般

会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
が
な
け
れ

ば
返
済
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
が
。

収
入
増
に
向
け
て
努
力
し
て
い
る

が
、
不
足
分
は
一
般
会
計
か
ら
繰

り
入
れ
る
こ
と
に
な
る
。

n
Y
配
水
管
布
設
替
え
等
の
工
事
請
負

費
が
約
2
億
円
計
上
さ
れ
て
い
る

が
、
40
年
以
上
経
過
し
た
配
水
管

が
約
の
キ
口
あ
る
中
で
の
今
後
の

見
通
し
は
と
う
か
。

き
ミ
平
成
24
年
度
に
は
約
5
キ
ロ
の
布

設
替
え
を
予
定
し
て
い
る
が
、

年
々
増
え
て
い
く
部
分
が
あ
る
中

で
、
追
い
つ
く
こ
と
は
難
し
い
と

こ
ろ
で
あ
る
。今
後
、下
水
道
事
業

と
の
調
整
を
図
り
つ
つ
布
設
替
え

を
進
め
、
年
間
約
め
キ
口
弱
の
と

こ
ろ
ま
で
は
何
と
か
も
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

一言

三
三
÷

を
二選

n
Y
下
水
道
事
業
の
今
後
の
見
通
し
は

ど
う
か
。

‐鳶

平
成
23
年
度
か
ら
汚
水
3
事
業
を

統
合
し
て
事
務
を
行
っ
て
お
り
、事

業
認
可
区
域
に
つ
い
て
は
計
画
的

に
事
業
を
進
め
、事
業
認
可
区
域
外

に
つ
い
て
は
合
併
処
理
浄
化
槽
の

補
助
を
活
用
し
、そ
れ
ら
を
並
行
し

て
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
平
成
27
年
頃
に
合
併
処

理
浄
化
槽
と
事
業
認
可
拡
大
の
バ

ラ
ン
ス
を
考
え
な
が
ら
見
直
し
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

n
Y
新
年
度
予
算
で
ど
の
く
ら
い
汚
水

管
を
整
備
す
る
こ
と
に
な
る
の
か
。

ご
平
成
24
年
度
末
見
込
み
は
約
曽
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
増
、
普
及
率
は
第
%

増
の
努

を
予
定
し
て
い
る
o

■
建
設
水
道
委
員
会

委

員

長

佐
藤

副
委
員
長

辻
内

委

員

松
田

佐
藤

肇

辻
内

格
也

松
田

正
美

市
野

善
隆

小
川

満
美

vo l.O

渡
邊

清
司

･

　

　
　

　

　　

) 委員会審査の概要･構成等



審
査
の
主
な
概
要

■審査案件 委員会開催日 3月19日〔審査件数 7件〕

議案第 5号 平成24年度桑名市一般会計予算 第 1条 歳入歳出予算中 所管部門

議案第12号 平成2 4年度桑名市地方独立行政法人桑名市総合医療センター施設整備等貸付事業特別会計予算
議案第16昌 地方紬亨行政法人桑名市民病院の名称変事に伴う関係条例の整理に関する条例の ん′/ r /小…‐)〆 ) ““一-J 秋′一 ^ 小一“ ( …-" …一 M ( ( ･- = ′ '~‐小…… ･ 一 一･ 【′一轡 " - ;′′/ L

　　　　　　制定について

議案第4 0号 平成2 3年度桑名市一般会計補正予算(第6号) 第 1条 歳入歳出予算中 所管部門

議案第4 6号 平成2 3年度桑名市地方独立行政法人桑名市民病院施設整備等貸付事業特別会計

補正予算(第2号)

議案第5 2号 地方独立行政法人桑名市民病院中期計画の一部を変更することについて

議案第53号 議決事項の変更について
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病
院
事
業
運
営
費
負
担
金
に
つ
い
て

^
¥
山
本
総
合
病
院
と
の
統
合
に
よ
る
増
加
額
は
。

こ
の
負
担
金
は
、基
礎
年
金
等
に
係
る
共
済
費
負

担
金
と
総
務
省
の
公
立
病
院
に
対
す
る
繰
出
し

基
準
で
算
定
し
た
普
通
交
付
税
算
入
分
で
あ
る
。

山
本
総
合
病
院
職
員
分
の
共
済
費
に
つ
い
て
は
、

当
初
予
算
に
は
入
っ
て
お
ら
ず
、
桑
名
市
総
合
医

療
セ
ン
タ
ー
に
転
籍
す
る
人
数
が
確
定
し
て
か
ら

補
正
予
算
で
対
応
し
た
い
。
ま
た
、
普
通
交
付
税

算
入
額
の
算
定
に
は
山
本
総
合
病
院
分
は
、ま
だ

含
ま
れ
て
い
な
い
の
で
、今
回
は
桑
名
市
民
病
院

の
分
だ
け
を
計
上
し
て
い
る
。

新
病
院
整
備
準
備
経
費
に
つ
い
て

n
¥
こ
の
予
算
は
、基
本
構
想
、基
本
計
画
策
定
の
予

算
で
あ
る
が
、分
院
の
今
後
の
扱
い
は
決
ま
っ
て

い
る
の
か
。

分
院
の
今
後
の
扱
い
に
つ
い
て
は
協
議
が
必
要

で
あ
り
、
現
時
点
で
は
そ
の
段
階
に
は
至
っ
て
い

な
い
。

《
¥
桑
名
市
民
病
院
経
費
の
病
院
事
業
連
自
責
交
付

金
の
う
ち
、
桑
名
市
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
の
開
始

貸
借
対
照
表
に
お
け
る
流
動
資
産
と
流
動
負
債

の
差
が
マ
イ
ナ
ス
と
な
ら
な
い
よ
う
に
2
億
6
,

5
0
0
万
円
を
交
付
す
る
根
拠
は
。

‐

地
方
公
営
企
業
か
ら
地
方
独
立
行
政
法
人
に
移

行
す
る
際
、
こ
れ
ま
で
会
計
上
に
な
か
っ
た
項
目

を
計
上
す
る
こ
と
に
な
り
、流
動
資
産
と
流
動
負

債
の
間
に
資
金
不
足
が
発
生
す
る
。地
方
独
立
行

政
法
人
の
定
款
変
更
の
認
可
を
受
け
る
に
あ
た

り
、
こ
の
状
態
の
解
消
を
県
か
ら
求
め
ら
れ
て
お

･

り
予
算
計
上
す
る
も
の
で
あ
る
。

n
Y
小
児
科
及
び
産
婦
人
科
の
機
能
向

上
、人
材
確
保
、分
娩
の
平
成
23
年

度
再
開
に
つ
い
て
の
記
述
が
削
ら

れ
て
い
る
が
、ど
の
よ
う
な
意
図
か
。

現
状
、
医
師
を
含
め
ス
タ
ッ
フ
が

充
実
し
て
お
ら
ず
、
高
度
医
療
の

提
供
に
重
点
的
に
取
り
組
め
る
状

況
に
至
っ
て
い
な
い
た
め
、
小
児

科
及
び
産
婦
人
科
の
医
療
ス
タ
ッ

フ
の
集
約
と
新
た
な
医
師
の
確
保

を
図
る
と
い
う
表
現
を
加
え
、
取

り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

院
を
目
指
す
と
考
え
て
よ
い
の
か
。

-J平
成
27
年
の
統
合
時
に
は
、
小
児

の
医
療
が
で
き
て
、
分
娩
も
で
き

る
よ
う
な
形
に
も
っ
て
い
き
た
い
。

そ
れ
以
前
で
も
、各
病
院
で
集
約

が
図
れ
る
科
目
に
つ
い
て
は
、
早

急
に
対
応
し
て
い
く
。
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■
新
病
院
の
整
備
等
に

関
す
る
特
別
委
員
会

委
員
長

副
委
員
長

委

員

岡
村

信
子

倉
田

明
子

松
田

正
美

伊
藤

徳
宇

市
野

善
隆

星
野

公
平

竹
石

正
徳

清
水

教
代

堀

良
二

飯
田

一
美

n
文
平
成
27
年
の
統
合
時
に
は
、小
児
の

医
療
が
で
き
て
、分
娩
も
で
き
る
痛- !r 4 0 0床前後で二次医療の中心的な役割を担える

急性期病院を実現する。
質問 北勢線の今後の支援について。
ヤ i‐ 1 1年目以降は｢三岐鉄道が責任を持って運営｣が

原則。しかし現状を踏まえ、北勢線対策推進協議
会において慎重に議論していく。

質問 防災対策について。
き ①津波浸水想定図の開示と備蓄物資の整備･充実をはかる。

②木造住宅耐震事業を強く勧めていく。
③津波対策として、高層ピル所有者に避難所とし層

《
　　
　

に
糺

と
諸

策
要

質問 地産地消事業の充実について。
農林水産物の安定的供給確保と食育の推進を図る
べく｢地産地消推進協議会｣を立ち上げ検討するが

図
=

　
　
　
　　

蛙
宅
策

7

住
対
力

度
造
波
協

溝
木
津

て

①
②
③

委員会審査の概要･構成等 ,
-

篤農竇騨

質問 目指すべき新病院像は ?

　、対審
萱
の
主
な
概
要

〆
……
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◆子育て支援と就学前施設について
質問 老朽化の進む市内公立保育所耐震化と就学前施

設整備計画について。
公立保育所耐震化にあたり、当市では就学前施設
再編検討委員会で幼保も含め検討をしているこ
とから委員会答申の結果と国における幼保一体
化を柱とした子ども･子育て新システムの動向を
注視しながら検討をしていきたいと考えている。

◆近隣市町との連携事業について
質問 木曽岬干拓 ｢メガソーラー｣誘致について。

三重県が干拓地にメガソーラー誘致の方針を示
し、木曽岬町が知事に対し要望を行い、当市もその
後に要望をしている。今後は、T市 1町で連携を密
にして誘致に向け活動をしていきたい。誘致による
新たな財源確保の可能性もあると認識している。

◆桑名市の考える尊散きれる幹部とは!
質問 職員の不祥事事件の解決策の- つとして ｢職員倫

理審査会条例｣を制定し｢職員倫理条例｣を作ろう
としているが、いったい尊敬される幹部とは、どの
ような人だと考えているのか。

; 所属長である管理職員は、しっかりと組織の目標
を認識しつつ、自治体を取り巻く環境や時代の変
化に的確に対応できるよう、日ごろから業務以外
の情報、あるいは情勢にも関心を持ち幅広い視野
を養い、柔軟な発想力を身につけている必要があ
る。そして、都下の事務執行状況、あるいは健康状
況といった部分についてもしっかり把握し、適切
に助言、指導を行っていくことができ、風通しのよ
い職場環境を作っていける能力が必要である。

◆市長の政治姿勢について
質問 ｢教育者 ･農学者 ･倫理学者｣新渡戸稲造の ｢武士

道｣について、市長の所見を問う。
‐ 〆を我々公務に携わる人間は、全体の奉仕者として公

共の利益のために職務に専念すべきであり、その
際には｢武士道｣に通じる ｢正義と秩序｣を重んじ
ていかなければならないと考えている。

質問 不正は許さない!市長の望む幹部職員像を問う。
,, 都下は上司の行動を注意深く見ている。上司の姿

勢が都下に与える影響は大きい。都下を適切に指
導教育できる上司になるよう、我々管理職員 - 人
ひとり今後も自らを律していきたい。

◆今後の公共施設のあり方について
質問 就学前施設の再編計画が検討されている中、個々

の施設の耐震化を闇雲に進めるのは重複投資にな
りかねない。全体的視点が欠如しているのでは ?

二 喫緊の課題として耐震化には取り組んでいく。

◆人口減少･少子化対策について
質問 人口減少 ･少子化対策は、日本全体で取り組むべ

き大きな課題。今後の桑名市の取り組みは ?

-な 少子化対策には総合的な施策展開が必要。子育て
支援策の充実に加え、ワークライフバランス (仕
事と生活の調和)の推進を図っていきたい。

質問 『先ず碗より始めよ』との言葉がある。桑名市男性
職員の育児休暇取得状況は ?

, 過去に1人だけ取得。現在の取得率は0 %。

　　 　 　 　 　 　 　 　　
　 　 　　　　　　　　　　　　　　　　　

◆電気自動車と急速充電器購入について
質問 低炭素社会実現への取り組みとして大切ではあ

るが、市民サービスと今後の展望は。
ゞ 単なる移動手段としてだけではなく、環境問題をア

ピ- ルレていくために活用する。環境に優しい電気
自動車普及が目的、当面は急速充電器を無料サー
ビス。本庁屋上のソーラーパネルは最大2 0 K W、

　 　 　

質問 低炭素社会実現への取り組みとして大切ではあ
るが、市民サービスと今後の展望は。

ゞ 単なる移動手段としてだけではなく、環境問題をア
ピ- ルレていくために活用する。環境に優しい電気
自動車普及が目的、当面は急速充電器を無料サー
ビス。本庁屋上のソーラーパネルは最大2 0 K W、
現状では容量不足、高効率の自然エネルギ- 発電
の研究により、環境問題への取り組みの中で積極
的に活用し、庁舎全体の電力需要に対応していく。

◆住宅リフオームの補助制度について
質問 対象者と所得制限及び工事金額適正の判断は。

居住環境向上支援を目的としている。市内在住者
で滞納無い方で所得制限はない。建築職員による
積算資料等を参考に資格判断する。

　　　　　　　　　　　　　　
◆将来を的確に見据えた行財政改革について
質問 近い将来、合併の特例期間が過ぎ、地方交付税の

減、人口減少、少子高齢化による税収の滴等に対
し、退職手当の増、公共施設の老朽化に伴う維持

◆将来を的確に見据えた行財政改革について
質問 近い将来、合併の特例期間が過ぎ、地方交付税の

減、人口減少、少子高齢化による税収の滴等に対
し、退職手当の増、公共施設の老朽化に伴う維持
管理費や大規模改修費の増、新病院に係る予算の
増といった厳しい財政状況に対応できる ｢将来を
見据えた行財政改革｣が必要ではないのか。

, リーマンショックを期に税収は減となったが今後
も歳入歳出の - 体改革に取り組んでいく。財政の
健全性や持続可能な財政運営に努めていく。

質問 市長在籍↑8年間で、目標とする改革が出来たの
か。マニフェストの目標である、経常収支比率
9 0 % 以下を重視しないのか。

な 目標とする改革は概ね順調である。経常収支比率
はわずかな改善に止まったが引き続き努力する。

0 9 平成24年3月定例会号 vol,0 1



醸嚢質鞠 ･一皸質問

◆力屋土地区画整理事業について
質問 周辺道路改良 ･整備についての進捗は。
蝉もて 事業用地へのアクセス道路については、国道2 5 8

号線への県道御衣野北猪鋼 -御衣野下野代･坂井
多度線等がある。こられの道路について、養老鉄
道との平面交差 ･S字道路等課題はあるが、課題
の解決までに至っていない。今後も関係機関等と
協議し課題の解決を図っていきたい。

◆教育行政について
質問 青少年健全育成市民会議の活動について。
′門扉 青少年育成市民会議と木曽岬町と共催で行ってい

る中学生の主張大会と小学生の標語に関して道
徳教材等で活かせるものがあると認識している。
今後、これらも含め、子どもたちの作品を教材とし
て活用することに関し検討を考えていきたい。

◆行政評価推進事業費について
質問 これまでの事業における成果と、今後の方向性を問う。
べ 平成 19年度から本格的に事務事業評価を実施

し、集中改革プランでは予算削減のツ - ルとして
一定の成果をあげ、チャレンジプラン2 0 10では、
行政マネジメントのツールとして実施していく。

◆屋外教育環境整備事業費について
質問 大山田西小学校を芝生化するとのことだが、過去

の芝生化を十分検証してのことか。
- ,ゞ 芝生の養生などの維持管理の難しさもあるが、砂

塵の飛散軽減、夏期運動場での暑さが和らいだ、
などの効果もみられる。大山田西小学校芝生化実
施の際は、学校、地域と協議を十分に積み重ね、取
り組んでまいりたい。

-テ
ーニ ーニー

◆養老鉄道養老線と三岐鉄道北勢線の今後について
質問 それぞれの鉄道の利用状況と利用者を増やすた

めの鉄道会社･沿線市町の創意工夫について。
三し洋 養老線では、自転車を持ち込むことができるサイ

クルトレインや食事が車中で可能な ｢薬膳列車｣
を連行しP R している。
北勢線では、主要各駅に無料の駐車場を設置し通
勤、通学客などの増加を図ってきた。

質問 これからの地方公共交通の存続を議論する際に
はこれまでと違う新たな視点が必要ではないか。

ね "ノi 高齢化社会で公共交通の果たす役割は十分認識
したうえで今後の存続に向け努力したい。

= ム 難≠ 吉一-- 3 - -テニーこそこさ讐望製匙蓬罰護重量曇　 　 　　　　　

◆小学校の放射能対策について
質問 福井県原発事故時に子どもを守るため、外気を取

り込まないエアコンを早急に設置してはどうか。
＼/ ! 夏の暑さ対策を中心に、検討の必要があると考え

ている。
◆学校屋外フェンスの設置について
質問 災害時浸水予想エリアの学校にJ順次設置してい

くのか。

質問 災害時浸水予想エリアの学校にJ順次設置してい
くのか。

ニユ非常階段の設置と共に、計画的に取り組んでいき
たい。

◆学校人権教育について
質問 市長は、人権教育の取り組みを推進していくのか、

後退させるのか。
ぞ! 学校の人権教育は進めなければいけないと思っ

ている。

- -- - .豊 田

◆公契約条例について
質問 委託業務や指定管理者制度で業務に従事している

労働者の実態を市はどのように把握しているか。
･二言‘労働者の賃金は民間の経営に委ねることから賃金

実態は個別に把握していない。法令等を遵守した賃
金水準など適切な労務管理状況の把握に努める。

質問 公契約条例の制定について検討はないか。
rゴラキ 公契約条例は一部自治体で導入-検討されている

ことから今後も調査 研究に努めていく。
◆五反田地内産業廃棄物不法投棄事案について

　 　 　 　 　 　　 　 　

◆公契約条例について
質問 委託業務や指定管理者制度で業務に従事している

労働者の実態を市はどのように把握しているか。
･二言‘労働者の賃金は民間の経営に委ねることから賃金

実態は個別に把握していない。法令等を遵守した賃
金水準など適切な労務管理状況の把握に努める。

質問 公契約条例の制定について検討はないか。
rゴラキ 公契約条例は一部自治体で導入-検討されている

ことから今後も調査 研究に努めていく。
◆五反田地内産業廃棄物不法投棄事案について
質問 環境基準見直しにより、加えて 1 4 ジオキサンが

基準値の5 4 0倍検出されたが処理の検討を問う。
rネコ.廃棄物の処理方法や汚染土嬢、汚染地下水の浄化

を組み合せた環境修復の提言をもとに県が国と協
議を行い、合理的で経済的な浄化方法を検討する。

　 　

◆市道福音都羅線の整備事業について
質問 進捗状況について問う。

,ここ市道福吉都羅線は、道路形状が狭縊な箇所があ
り、交互通行が出来にくい状況であっため、道路拡
幅し、改善するよう地元要望があり、平成2 0年度
から渋滞解消の - 環として、事業に取り組むこと
となった。
事業進捗のため、地元調整を図りながら地権者と
協議、交渉を進めてきたが、関係者などの意見の
調整に多くの時間を費やし、平成2 2年度以降に
ついて事業は休止状態と成っている。

　 　　 　　 　

◆市道福音都羅線の整備事業について
質問 進捗状況について問う。

,ここ市道福吉都羅線は、道路形状が狭縊な箇所があ
り、交互通行が出来にくい状況であっため、道路拡
幅し、改善するよう地元要望があり、平成2 0年度
から渋滞解消の - 環として、事業に取り組むこと
となった。
事業進捗のため、地元調整を図りながら地権者と
協議、交渉を進めてきたが、関係者などの意見の
調整に多くの時間を費やし、平成2 2年度以降に
ついて事業は休止状態と成っている。
今後については、更に関係者と調整を密にし、誠
意をもって対応し、早急に事業の再開に向けて取
り組み、現在の計画では平成2 5年度末の完成を
目指している。
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◆姻戚経済の活性化を支えるまちづくりについて
質問 フランスアヌシー地域における産業･観光クラス -

夕一の連携は。
なき すでに津市 ･四日市市が産業 ･観光クラスターを ,

提携されていることから提携実績などを参考に、
また商工会議所等関連する機関とも相談しなが ;
ら検討している。

質問 企業の研究開発における実証実験等の協力体制は。
ノナキ 新エネルギー分野の開発･利用は地域経済を活性

化し、雇用の機会を広げ -
き 射

るものと考えている企業 “ ,rノまき

済環境部が窓口となり、

からの相談などあれば経 r 〆さ鑓~

&‐‐ -関係各課との協力体制を 群÷‐ ゞ !

構築する事で進める。 ▲太陽光発電と風ヵ発電

◆防災対策について
質問 防災会議の委員に女性が登用されていないのは

なぜか。女性の意見は今後どのように反映させて
いくのか。

ヒギゾデ 現状では女性の委員が参加するのは難しいが女
性の視点は重要。今後できるだけ女性を推薦して i

頂くことや、委員登用を検討する。女性の意見は大 ℃

切なので、避難所運営など災害現場での意志決定 :

に女性の参画を考えて取り組んでいく。
◆救急安心カードについて
質問 外出時の急病の際に、持病やかかりつけ医療機 i

関、緊急連絡先などが書き込める、免許証と同サ -

イズのカードがあれば安心である。導入を問う。
き鉾 救急隊や医療関係者が必要な情報を把握し、適切

な対応ができるので導入にむけて協議検討する。 :

"" - レナ 事 -ご

◆長良川河口堰問題について
質問 河口堰建設によって ｢しじみ｣を中心とした自然の

生態系が破壊された。しかし、フラッシュ操作の増 ‘

大によってき可口堰下流域で ｢しじみ｣の生息が確 ,

認され、少ないながらも ｢しじみ漁｣も可能になり ,

つつあることも事実。フラッシュ操作が増えれば、
自然の生態系が回復することも分かった。国交省 -

へ、フラッシュ操作の増大と全開放の要望を!
- "‘"言挙 フラッシュに関して、国交省に要望して行く。

◆持続可能な｢自然再生エネルギー｣活用政策を! 1

質問 脱･原発社会･持続可能な社会のために、自然を活 ｢
用したエネルギー政策をl

f洋舞 太陽光や間伐材 ･竹材を含むバイオマス発電につ
いて、｢バイオマスタウン構想｣の入り□として取りラ
組んで行く。

　 　 　 　 　

◆道州制と地域委員会について
質問 現状の国と地方との関係の中ではどうしても財政

的に厳しい状況に陥るのは仕組みの問題である。
国の権限を外交、防衛などに限定し、大半の国の
持つ権限を道州に移譲をする、と同時に基礎自治
体である市町村へも住民に直接関係する相当の権
限移譲を受ける抜本的な仕組みの再編成が必要
である。しかし、移譲を受けた権限を単純に市町村

　 　 　　 　 　

◆道州制と地域委員会について
質問 現状の国と地方との関係の中ではどうしても財政

的に厳しい状況に陥るのは仕組みの問題である。
国の権限を外交、防衛などに限定し、大半の国の
持つ権限を道州に移譲をする、と同時に基礎自治
体である市町村へも住民に直接関係する相当の権
限移譲を受ける抜本的な仕組みの再編成が必要
である。しかし、移譲を受けた権限を単純に市町村
が抱え込むだけでは基礎自治体が肥大化するだけ
でなにも変わらない。地域内分権である地域委員
会の創設が同時に必要と考えるが市の考え方は?

三潴,基礎自治体では国の仕組みには関われない。地域
委員会は現状の自治会と大きな差異がない。

　 　
　

　

◆一般職員も含む給与削減について
質問 平成2 2年度分の民間給与の平均額は4 1 2万円、

桑名市職員の平均額は5 8 5 万円である。全国
14 .5 % の自治体が一般職員の給与減額を行って
いる。財政状況と照らして給与削減をしないのか。

イキゾゼ 仮に大災害が発生した場合は、職員給与の減額を
検討することが必要であると考える。

◆補助金･交付金の適正化について
質問 内部留保金を多く持っている補助金交付団体は

、 、 、 - 、 、

質問 平成2 2年度分の民間給与の平均額は4 1 2万円、
桑名市職員の平均額は5 8 5 万円である。全国
14 .5 % の自治体が一般職員の給与減額を行って
いる。財政状況と照らして給与削減をしないのか。

イキゾゼ 仮に大災害が発生した場合は、職員給与の減額を
検討することが必要であると考える。

◆補助金･交付金の適正化について
質問 内部留保金を多く持っている補助金交付団体は

ないのか。また、補助金の使途の透明性を図るた
めに、事業に対し委託料として支出するよう変更
しないのか。

ノンゞ 団体の留保金の多寡ではなく、補助事業の公益性
によって判断する。支出科目は、事業の内容に基
づき適切な科目で支出するよう指導していく。

　　 　 　　　　　　　　　　 　　　 　　　　　　 　　 　 　　

◆人にやさしいまちづくりについて
質問 近鉄桑名駅のバリアフリー化の方針は。
ことすき駅西土地区画整理事業や関係事業者との調整や

経済状況等から計画的に進めていく必要があり
時間を要している。しかし、市の玄関口としてバリ
アフリー化は急務の課題と考え、県を含め関係機
関と協議を行っている。桑名駅前周辺の整備計画
も含め、2 4年度中には目処を立てたい。

◆県立くわな特別支援学校について
質問 放課後児童生徒への対応の所見は。

◆人にやさしいまちづくりについて
質問 近鉄桑名駅のバリアフリー化の方針は。
ことすき駅西土地区画整理事業や関係事業者との調整や

経済状況等から計画的に進めていく必要があり
時間を要している。しかし、市の玄関口としてバリ
アフリー化は急務の課題と考え、県を含め関係機
関と協議を行っている。桑名駅前周辺の整備計画
も含め、2 4年度中には目処を立てたい。

◆県立くわな特別支援学校について
質問 放課後児童生徒への対応の所見は。
滋弁.県立西日野にじ学園の児童生徒の増加に対応し

て、桑員地区では初の県立特別支援学校として桑
名に本年4月開校する。このため帰宅時間が早く
なる等の課題については認識している。早期に県･
学校 保護者と協議の場を設けたいと考えている。
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6月定例会が、6月13日" ~ 7月

3日関の2倖日間の予定で開催さ

れます。

6月 13日閖

本会議(議案上程･提案説明)
6 月 1 9 日閃 ~ 2 2日圏

本会議(議案質疑･一般質問)
6 月 2 5日旧)~ 2 7日困

常任委員会･特別委員会
7月 3日関

本会議(委員長報告･討論･採決)

※6 月 19 日関 ~ 2 2日圏は、ケーブ

ルテレビでもご覧になれます。

　　　　　　　　　　 　　　　　　　　
本会議や各常任委員会、特別委

員会などの会議は傍聴できます。
日程はこの市議会だよりや市議

会のホームページでも確認できま

す。ただし、日時に変更がある場合
もございますので、傍聴する場合
は、事前に議会事務局にご確認く
ださい。

市議会では、開かれた議会を目
指して、より多くの方に本会議をご
覧いただくために、インターネット

録画中継を実施しています。
傍聴に来ることができない方で

も、インターネットにより本会議

(代表質疑 ･議案質疑･一般質問)
の様子を録画中継で見ることがで
きますので、ぜひご覧ください。

本会議の議案質疑･一般質問をケーブルテレビで生放送します。ぜひご覧ください。

桑名地区 地上デジタル 12 1ch

多度地区 地上デジタル12 2 ch (サブチャンネル) 午前 10時から

長島地区 地上デジタル 12 3 ch (サブチャンネル)

※サブチャンネルでご覧いただくには、リモコンの数字ボタン⑫を押し、
チャンネル (選局)ボタンの上方向を 1回または2回押して下さい。

@ 会派名簿
濱!厨語.

桑 風 ク ラ フ (6 人)

｢
--‐ -

前 膊, 音可美~

会長 飯田 一美 幹事長 伊藤 文- 杉浦 繁生/ 南澤 幸美/ 佐藤 肇/ 堀 良二

フオーラム新桑名 (4人) 会長 伊藤 真人 幹事長 松田 正美 愛敬 重之/ 安藤 寛雅

新 薬 会 (4人) 会長 飯田 尚人 幹事長 市野 善隆 大橋 博二/ 鷲野 勝彦

新 自 由 ク ラ フ (4人) 会長 水谷 義雄 幹事長 倉田 明子 渡邊 清司/ 平野 和一

日本共産党桑名市議団 (2人) 団長 星野 公平 副団長 石田 正子

蒼 誠 会 (2人) 代表 伊藤 徳宇 辻内 格也

公明党桑名市議員団 (2人) 団長 竹石 正徳 畑 紀子

無 会 派 倉本 崇弘/ 小川 満美/ 伊藤 惠一/ 伊藤 研司/ 岡村 信子/ 清水 数代

桑 風 ク

*リ厨言
一- -

フ 会長 飯田 一美

- - --
滞れ i言辞 音-1 際--

幹事長 伊藤 文- 杉浦

｣--- 了ニ̂′-
字丸】 ----

繁生/ 南澤 幸美/ 佐藤 肇/ 堀 良二

皆様の
ご意見を

お寄せください

メ▲ 桑名市議会では、市民の皆様にひらかれた、より親しみやすい、身近な議会をめざしています。　
翻.

市議会に対する皆様のご意見、ご要望等がありましたら、議会事務局までお寄せください。
また、市議会たよりに対するあなたのご意見もお聞かせください。

お寄せいただきましたご意見は、今後の議会だよりの発行の参考にさせていただきます。

lI E 繭
I
D ,

桑名市議会事務局 〒511‐8601桑名市中央町=丁目37番地
電話 :0 5 9 4‐2 4‐13 0 4 / 0 5 9 4‐2 4‐13 0 5 F代給 0 5 9 4‐2 4‐1 3 5 9
メールアドレス :g ika ijm @ d ty k u w a n a J 9 .jp

擬福群鰯雲
文 公 満日自重 紀 徳 善
一 平 美 子 之 子 宇 隆
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